




A study on the career education and the support for finding employment
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資料
「千葉県の教育を元気にする有識者会議」（千葉県教育振
興基本計画）
（2009年９月１日　千葉県・千葉県教育委員会にて設置）
【2009年10月20日（火） 第２回会議　提出資料】
■テーマ２「夢を持って果敢にチャレンジする元気な子
どもたちの育成」に関する一考察
『子どもや若者は、自分を信じる（自信を持つ）ことで
チャレンジする勇気が湧いてくる』
現在は、次の一歩・新たな一歩を踏み出せない子ども
や若者が多いのではないでしょうか。
その原因は、核家族化・地域交流の減少・教育環境の
変化・経済状況などさまざまな要素が複雑に絡み合っ
ていると推察します。
実際に私が若者に行ったキャリアカウンセリングにお
いては、親が子どもを尊重しない事例が非常に多く、
これも若者の意欲や勇気を奪う原因の一つなのではな
いかと思いました（下記、キャリアカウンセリング事
例を参照してください）
特徴は二つあります。一つ目は親が自分の固定観念を
子どもに押し付ける、それにより子どもが混乱して行
動できなくなる、二つ目は常に親が先回りをして何で
も用意する、それにより子どもから体験・自主性・自
立心を奪っていることです。
＜キャリアカウンセリング事例＞
①事例　　大学４年生
「内定をもらった会社があるが、親に反対されている。就職
するのが嫌になってきた。」
状　況：「せっかく大学にも入れたんだから、もっと安定し
たいい会社に就職しなさい。」と言われ、混乱して
いる。
問題点：親が子どもの考えや希望を尊重していない。親が子
どもを‘私物化’して、自分の固定観念を押し付
けている。
②事例　　21歳・フリーター
「今のままでは将来が不安。でも無理に就職活動をしようと
も思わない。やりたいことも特に無いし・・・」
状　況：親は子どもに苦労をさせたくないので、食事・小遣
い・車などの生活全般を援助している。
問題点：親が、子どもから「なんとかしなければ」などの危
機感や自立心を奪っている。これは裏返すと、子
どもを全く信頼していないことでもある。
（このような親の傾向は幼児期から続いていること
が多い。子どもはいつまでたっても‘受身’から
抜け出せない）
千葉経済大学短期大学部研究紀要　第７号
－ 110 －
③事例　　高校３年生
「（就職や推薦入試での）面接では、自己ＰＲで何を言えばい
いのかわからない。こんなことを話したら笑われるかもしれ
ない・・・」
状　況：自分には何も良いところがないと思い込んでいる。
それにより自信が持てず、他者からの評価を過剰
に気にする。
問題点：自己理解不足（長所・興味・価値観など）
※現在も、親や教師は自分のいうことを素直にきく子ども、
テストの成績が良い子どもが‘優秀で良い子’との概念が根
強い。それにより、子どもを‘型’にはめようとする。その
ため、子どもも親や教師が喜ぶ‘優秀で良い子’でありたい
意識が潜在的に強くなり、‘型’からはみ出さないように・
嫌われないように・怒られないように行動しようとする。そ
の結果、自分の意思や興味・価値観を考えたり主張する機会
を逸し、「自分はどうしたいのか」「自分らしさとは何なのか」
などの本来の自分を見失う若者が多い。
子どもは発達段階において、失敗や成功体験をする・
考える・判断する・行動するなどの経験の積み重ねに
より、少しずつ自信をもって行動ができるようになり
ます。この経験が少ないと、社会人になっても「失敗
したくない、どうせ自分には無理、言われたことだけ
やる、他のだれかがやってくれる・・・」など、ネガ
ティブで受け身な特性を持つようになるでしょう。
このことから、家庭ではたとえ失敗するとわかってい
ても、まずは子どもにやらせてみることが重要である
と考えます。そして会話においては、親が子どもの話
を否定しないで聴く（受け止める）・良いところをほ
めることを意識的に盛り込むことにより、子どもは自
分は認められている、ありのままの自分でいいという
『自信』を持つことができるでしょう。これが土台とし
てあれば、困難に立ち向かう際も「大丈夫、自分はで
きる」という勇気が生まれます。
親が子どもを自分の‘所有物’として育てると、結局
は子ども自身が自立できずに困ってしまいます。この
ことを、まずは親が認識することが必要であると考え
ます。
